
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
D

到達目標
E

【教科書】

PC,筆記用具

ふつう

スライド制作ができてい
る

スライド制作ができない

説明はできているが、難
点がある。

説明ができない。

優れている

到達目標
A

論理が破綻していない美
しいスライドが作られて
いる

しっかりと相手に分かり
やすい説明ができてい
る。

到達目標
B

到達目標
C

設定されたスケジュール
に合わせて適切な進展が
見られる。

科目名 ICT活用A 年度 2026

ICT Utilization A 学期 前期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 マンガ・アニメーション科四年制　3年次 必／選 選 時間数 30

担当教員 武藤敬子 教員の実務経験 有 実務経験の職種 デザイナー

【科目の目的】

グループ制作を行いながら、コミュニケーション力をアップし、インターネットを用いて資料を作成し、プレゼンテーションを学
ぶ。また、自己プロモーションとしてのポートフォリオを再考する。

【科目の概要】

PCやインターネットの正しい活用法を学び、情報社会での適応能力を養います。

【到達目標】

インターネットを活用し仕事や学習、コミュニケーションなど、様々な面での効率化を図る。

【授業の注意点】

課題提出締め切り日を厳守してください。社会への移行を前提としたマナーで授業に参加してください。授業理解度・課題制作の進
捗状況等により授業内容を変更することがあります。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル２ レベル１

要努力

設定されたスケジュール
に合わせて進展が見られ
る。

設定されたスケジュール
に合わせて進展が見られ
ない。

【参考資料】

なし

【成績の評価方法・評価基準】

作品提出および授業態度。時限出席率75％以下は課題提出しても不合格となります。



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3 スライド制作 ネットリテラシーを学ぶ

4

科目名 ICT活用A 年度 2026

ICT Utilization A 学期 前期

授業内容

セールスプロモーション
とは何かを学ぶ

英語表記

授業テーマ 各授業の目的

2 スライド制作
グループごとにブレスト
をする

企画会議 課題に沿って、ブレストをする

1
セールスプロモー
ションを学ぶ

セールスプロモーション
を理解する

スライド制作 資料を作成する

企画会議 課題に沿って、資料を集める

3

ポートフォリオ制作

各自分担し、スライドを制作する。

プレゼンテーション

3

資料を作成する

スライド制作 資料を作成する

デジタル作品を配置する。

5

ポートフォリオ制作

3

6 スライド制作 プレゼンテーション

7 ポートフォリオ制作
ページのレイアウト案を
出す方法を学ぶ。

ポートフォリオのレイアウトを再考し、ブラッシュアップする

8 ポートフォリオ制作
Adobe Illustratorのレイ
アウト方法を学ぶ。

ポートフォリオのレイアウトを再考し、ブラッシュアップする

14

ポートフォリオ制作
レイアウトの配置方法を
学ぶ。 3

3

3

3

ポートフォリオ制作

ポートフォリオにアナログ作品を配置するポートフォリオ制作

キャッチコピーやキャプションをチェックする。ポートフォリオ制作

ポートフォリオ制作

ポートフォリオ制作

9

10 ポートフォリオ制作
アナログ作品のスキャン
方法を学ぶ。

11 ポートフォリオ制作
全体の配置や計画を学
ぶ。

12 ポートフォリオ制作
全体の配置や計画を学
ぶ。

13 ポートフォリオ制作
全体の配置や計画を学
ぶ。

ポートフォリオ制作

ポートフォリオ制作
実際にモックアップを作
ることを学ぶ。

ポートフォリオ制作 プレゼンテーションをする。

3

全体のトンマナをそろえる。

実際にプリントアウトして確認する。

3

3

15 ポートフォリオ制作
プレゼンテーションを学
ぶ。

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

セールスプロモーションを理解する

3

到達目標＝修得するスキル

資料を作成する

3

3

各自分担し、スライドを制作する。

3

3

スライドを用いて説明する。

2年次に制作したPFを分析し、自分の方向性を確認する
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